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学
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
品
川
区
、
宮
原
博
昭
社
長
）

は
28
日
、
医
療
福
祉
事
業
に

お
け
る
新
た
な
戦
略
を
発
表

し
た
。
本
社
で
開
催
さ
れ
た

説
明
会
で
は
、
サ
高
住
や
認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
さ

ら
な
る
拡
充
計
画
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

学
研
Ｈ
Ｄ
で
は
現
在
、
全

国
33
都
道
府
県
に
３
５
５
拠

点
、
約
７
千
室
の
認
知
症
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
展
開
し
て

お
り
、
20
都
道
府
県
に
は
２

２
５
拠
点
の
高
齢
者
住
宅
を

整
備
し
て
い
る
。
同
社
は
、

年
率
９
％
の
ペ
ー
ス
で
拠
点

を
整
備
し
、
今
年
９
月
の
決

算
期
ま
で
に
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
３
６
１
拠
点
、

高
齢
者
住
宅
を
２
３
１
拠
点

に
増
や
す
目
標
を
掲
げ
た
。

　

首
都
圏
で
の
高
齢
者
住
宅

の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
今

後
も
都
市
部
で
新
規
開
設
を

進
め
る
方
針
。
一
方
、
人
口

減
少
が
進
む
地
方
で
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
小
規
模
事
業

者
の
救
済
型
Ｍ
＆
Ａ
を
通
じ

て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
強
化

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
山

間
地
域
な
ど
に
点
在
す
る
高

齢
者
を
集
住
さ
せ
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
も
図
れ
る
と
し
て

い
る
。

　

宮
原
社
長
は
「
今
後
も
高

齢
者
住
宅
の
需
要
は
伸
び
て

い
く
。
一
方
、
10
年
後
15
年

後
も
作
り
続
け
る
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
も
考
え
て
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
国
立
大
学
法
人
が

所
有
す
る
土
地
を
活
用
し
、

▽
サ
高
住
▽
学
生
寮
▽
研
究

室
▽
保
育
園
な
ど
大
学
と
地

域
資
源
を
結
ぶ
複
合
施
設
の

建
設
計
画
も
進
め
て
い
る
と

説
明
。「
詳
細
は
今
期
中
に

発
表
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。

認
知
症
や
精
神
疾
患
な
ど

現
場
対
応
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

６
月
10
日
か
ら
配
信

　

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（
港
区
、
髙
井
康
行
理
事
長
）

は
６
月
10
日
か
ら
１
カ
月

間
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で

「
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す

る
。申
込
は
６
月
５
日
ま
で
。

　

テ
ー
マ
は
「
拒
否
、依
存
、

攻
撃
…
…
そ
の
と
き
ど
う
す

る
？
精
神
科
医
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
」。
鳥
取
県
立
厚
生

病
院
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
植
田
俊
幸
医
長
を
招

き
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
利
用
者
や
家
族
の
拒

否
や
依
存
と
い
っ
た
、
支
援

者
が
対
応
に
困
っ
て
し
ま
う

状
況
に
つ
い
て
、
認
知
症
や

精
神
疾
患
と
の
関
連
を
も
と

に
、
現
場
で
役
立
つ
対
応
方

法
な
ど
を
学
ぶ
。

　

配
信
は
７
月
10
日
ま
で
。

受
講
料
無
料
。
申
込
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
。
問
い
合
わ
せ
は

０
３
・
５
４
７
０
・
６
７
６
７
。

サ
高
住・認
知
症
Ｇ
Ｈ
拡
充
へ

都
市
部
拡
大
と
地
方
支
援
の
戦
略
発
表

学研ＨＤ

　

Ａ
：
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金

（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
）
で

は
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導

入
に
取
り
組
む
中
小
企
業
事
業
主
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
と
は
、

勤
務
終
了
後
、
次
の
勤
務
ま
で
に
一
定

時
間
以
上
の
「
休
息
時
間
」
を
設
け
る

こ
と
で
、
働
く
方
の
生
活
時
間
や
睡
眠

時
間
を
確
保
し
、
健
康
保
持
や
過
重
労

働
の
防
止
を
図
る
も
の
で
、
２
０
１
９

年
４
月
か
ら
、
制
度
の
導
入
が
努
力
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
中
小
企
業
」
と
は
、

医
業
に
従
事
す
る
医
師
が
勤
務
す
る
病

院
、
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
医
療
院
に
つ
い
て
は
常
時
使
用
す

る
労
働
者
数
が
３
０
０
人
以
下
の
場
合

を
い
い
ま
す
。

　

支
援
対
象
と
な
る
取
り
組
み
と
し
て

は
①
労
務
管
理
担
当
者
に
対
す
る
研
修

②
労
働
者
に
対
す
る
研
修
、
周
知
・
啓

発
③
外
部
専
門
家（
社
会
保
険
労
務
士
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
）
に
よ
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
④
就
業
規
則
・
労
使
協

定
等
の
作
成
・
変
更
⑤
人
材
確
保
に
向

け
た
取
組
⑥
労
務
管
理
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
導
入
・
更
新
⑦
労
務
管
理
用
機
器

の
導
入
・
更
新
⑧
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記

録
計
（
デ
ジ
タ
コ
）
の
導
入
・
更
新
⑨

労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
機

器
等
の
導
入
・
更
新
を
行
っ
た
際
に
、

基
本
的
に
は
対
象
経
費
の
合
計
額
×
補

助
率
３
／
４
が
助
成
さ
れ
ま
す
。（
常

時
使
用
す
る
労
働
者
数
が
30
人
以
下
か

つ
、
支
給
対
象
の
取
組
で
⑥
か
ら
⑨
を

実
施
す
る
場
合
で
、
そ
の
所
要
額
が
30

万
円
を
超
え
る
場
合
の
補
助
率
は
４
／

５
）。

　

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
を
９
時

間
以
上
11
時
間
未
満
で
新
規
導
入
し
た

場
合
、
１
０
０
万
円
、
11
時
間
以
上
の

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
を
新
規
導

入
し
た
場
合
、
１
２
０
万
円
を
上
限
に

上
記
に
示
し
た
支
援
対
象
と
な
る
取
り

組
み
に
対
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
よ
り
助
成
上
限
額
が
拡
充
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
魅
力
的
に
は
な
っ
て
い

ま
す
。

　

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
（
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
）
は
、
過

去
２
年
間
に
１
月
45
時
間
を
超
え
る
時

間
外
労
働
の
実
態
が
あ
れ
ば
、
要
件
を

満
た
す
こ
と
に
は
な
り
ま
す
。
逆
に
言

う
と
、
過
去
２
年
間
に
１
月
45
時
間
を

超
え
る
時
間
外
労
働
の
実
態
が
な
け
れ

ば
助
成
金
に
該
当
し
な
い
と
も
い
え
ま

す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

（
糀
谷
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
代
表

糀
谷
博
和
）

Ｑ
：
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助

成
金
（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

コ
ー
ス
）が
使
い
や
す
く
、
そ
の

内
容
も
拡
充
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。
一
体
、
ど
の
よ
う

な
助
成
金
な
の
で
し
ょ
う
か
？

概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

介
護
と
労
働

介
護
と
労
働

介
護
と
労
働

791QOLの向上に助成金の活用を

学
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
宮
原
社
長

　
「
Ｐ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」。
そ
れ
は
リ
フ
ォ
ー
ム

実
績
年
間
２
万
件
以
上
を
誇
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ

イ
ジ
フ
リ
ー
の
社
員
が
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
人
間
力
」「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
」「
プ
レ
ゼ
ン

力
」
を
競
い
合
う
、
年
に
１
度
の
社
内
コ
ン
テ
ス

ト
だ
。
２
０
０
１
年
か
ら
始
ま
り
、
２
０
２
４
年

１
月
23
日
、
第
23
回
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
第
23

回
で
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
首
都
圏

東
リ
フ
ォ
ー
ム
課
の
三
上
莉
穂
さ
ん
が
事
例
『
心

機
一
転
』
を
発
表
し
た
。
本
人
の
想
い
を
き
め
細

か
く
く
み
取
り
な
が
ら
希
望
通
り
の
住
環
境
に
リ

フ
ォ
ー
ム
。生
き
る
意
欲
も
取
り
戻
し
た
事
例
だ
。

70
代
の
Ｔ
さ
ん
は
自
宅
の
洗
面
室
で
段
差
に
つ

ま
づ
き
、
転
倒
し
て
救
急
搬
送
さ
れ
た
。
左
大
腿

骨
転
子
部
を
骨
折
し
、
手
術
し
て
間
も
な
く
、
今

度
は
右
の
肋
骨
も
骨
折
。
介
護
度
は
要
支
援
２
。

筋
力
・
体
力
の
低
下
に
加
え
、
痛
み
で
身
体
が
思
う

よ
う
に
動
か
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
徐
々
に
気

持
ち
も
沈
ん
で
い
き
、
趣
味
の
テ
レ
ビ
鑑
賞
す
ら
楽

し
め
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
介
し
て
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
三
上
さ
ん
の
も
と
に
住

宅
改
修
の
相
談
が
き
た
時
点
で
は
、
掃
除
や
ゴ
ミ

捨
て
も
行
き
届
い
て
い
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
た
。

　

た
だ
、
そ
う
し
た
中
で
も
本
人
に
は
「
本
当
は

綺
麗
な
部
屋
で
、
こ
ん
な
暮
ら
し
が
し
た
い
」

と
、
希
望
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
丁
寧
に
聞
き

取
っ
て
い
く
と
、
Ｔ
さ
ん
は
「
も
う
二
度
と
転
び

た
く
な
い
」
と
、
あ
ら
ゆ

る
段
差
解
消
を
希
望
し
た

の
を
始
め
、掃
除
や
洗
濯
、

食
事
の
後
片
付
け
が
楽
に

で
き
る
こ
と
、
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
の
よ
う
な
椅
子
に

座
っ
て
食
事
を
楽
し
み
た

い
こ
と
な
ど
具
体
的
な
要

望
を
三
上
さ
ん
に
話
し
た
。

　

三
上
さ
ん
は
段
差
解
消
と

手
す
り
の
設
置
を
行
う
と
と

も
に
、
清
潔
な
暮
ら
し
を
維

持
し
な
が
ら
、
気
持
ち
も
満

広 告

『人生これから』

くらしの中で「できる」ことを増やし、そして、次に「やりたい」ことに
向かっていただきたい、そんな思いをシンボルマークにしました。
パナソニックの介護用品で「心身が前向きに、その先に歩みだす」。
私らしくいきいきとしたくらしを実現できる社会を創ること
それが私たちの存在意義です。 お問い合わせ先：営業企画部　06-6908-8122
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――暮らしも気持ちも
　　リフォーム

Ｑ
Ｏ
Ｌ
リ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
す
ぐ
り  

３

た
さ
れ
る
日
々
を
取
り
戻

す
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
営
業
部

門
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
住
宅
改
修
と
福
祉
用

具
・
家
具
購
入
の
対
応
を

行
う
こ
と
に
し
た
。

　

寝
室
は
床
全
体
を
20
ｍ

ｍ
嵩
上
げ
し
、
ト
イ
レ
や

洗
面
室
へ
の
出
入
り
口
も

段
差
は
ゼ
ロ
に
。
移
動
や

立
ち
座
り
の
補
助
の
た
め

の
手
す
り
も
ア
セ
ス
メ
ン

ト
で
適
切
な
場
所
に
取
り

付
け
た
。
一
方
、
営
業
部
門
は
Ｔ
さ
ん
が
家
事
に

も
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
食
洗
器
や
身
体

に
負
担
を
か
け
ず
に
洗
濯
物
を
干
す
こ
と
が
で
き

る
自
動
昇
降
の
物
干
し
な
ど
最
新
家
電
を
提
案
。

希
望
し
て
い
た
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
も
設
置
し
た
。

　
「
段
差
も
な
く
な
り
本
当
に
良
か
っ
た
。
綺
麗

に
な
っ
た
し
い
ろ
い
ろ
な
家
具
を
揃
え
た
い
」。

Ｔ
さ
ん
は
リ
フ
ォ
ー
ム
に
心
か
ら
の
満
足
の
笑
顔

を
見
せ
た
。
そ
し
て
完
工
か
ら
３
カ
月
後
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
訪
問
す
る
と
お
酒
を
飾
る
お
洒
落
な

棚
が
増
え
て
い
た
り
、
自
動
昇
降
機
能
付
き
の
物

干
し
も
活
用
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

何
よ
り
、
Ｔ
さ
ん
か
ら
「
今
度
は
壁
掛
け
式
の
８

Ｋ
の
テ
レ
ビ
を
購
入
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
見
た

い
」
な
ど
と
未
来
に
向
け
た
話
が
増
え
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
と
、
三
上
さ
ん
は
話
し
た
。

　

日
本
工
業
大
学
建
築
学
部
・
野
口
祐
子
教
授
は
、

「
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
ご
本
人
の
暮
ら
し
の
問
題
点
を

捉
え
、
丁
寧
に
聞
き
取
る
こ
と
で
徐
々
に
希
望
を
表

出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
段
差
解
消
や
手

す
り
の
設
置
を
重
視
し
つ
つ
、
さ
ら
に
男
性
高
齢

者
の
負
担
が
大
き
い
家
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
器

類
の
導
入
、
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
、
生
活
に
彩

り
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
本
人
に
寄
り

添
う
気
持
ち
で
関
わ
り
続
け
た
こ
と
が
リ
フ
ォ
ー

ム
の
質
を
大
き
く
高
め
た
と
評
価
し
た
。

改修前


